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米国産大豆のサステナビリティ



Source: Smithsonian Magazine
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Sources: NAAE’s Communities of Practice, History.com, Smithsonianmag.com NRCS, 1930spoliticsandeconomics.weebly.com

砂塵あらしの被害 1930〜1940年
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砂塵あらしの被害が最も大きかった地域

砂塵あらしの被害を受けたその他地域
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95
は家族経営

%

「数世代にわたる農場を経営することで、
必然的に常に長期的視点で運営方法を検
討しています。現時点で利益を生むよう
運営する必要があると同時に、将来の世
代もこの農場で生計を立てることになる
事実を忘れてはなりません。代々受け継
いできた家族の強い思いがあるので、顧
客はわれわれの揺るがない運営と、将来
にわたりここでビジネスを行うパート
ナーの存在を信頼することができるので
す」

米国農場の
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カーボンフットプリント



大豆のカーボンフットプリントの測定
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o ライフサイクル アセス
メント手法を採用。

o 欧州委員会が定めた製品
環境フットプリント基準
に従って、土地利用の変
化の影響を組み込んでい
る。

o 科学的根拠と事実に基づ
くデータを使用し、製造
業者やバリューチェーン
全体にわたるその他の事
業者に実用的な洞察とベ
ンチマークを提供し、温
室効果ガスの排出量を測
定し削減できるようにす
る。 

o 国の平均に基づいて計算
しているため、特定のサ
プライチェーンでは異な
るカーボンフットプリン
トの結果が出る可能性が
ある。



大豆のカーボンフットプリントの測定
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収穫までの大豆の栽培プロ
セス（必要な資材の投入を
含む）。栽培に伴う排出量
の大部分は、機械や灌漑の
ためのエネルギー使用、肥
料の生産と施用、作物残渣
の排出に起因する。

耕作 輸送

大豆を栽培地から最終目的
地まで輸送するプロセス。
輸送距離と輸送手段（道路、
鉄道、はしけ、船舶など）
の効率性によって、輸送に
伴う排出量が算出される。

土地利用の変化

草原、湿地、サバンナ、泥炭
地、森林を耕作地に変えるこ
とで発生する排出物で、二酸
化炭素が大気中に放出される。

大豆を大豆ミールと大豆油
に変える製造工程。

加工・処理
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総計 (kg CO2 eq／製品1kgあたり)

耕作

米国アルゼンチン ブラジル

輸送

土地利用の変化

丸大豆のカーボンフットプリント

出典：Mérieux NutriSciences | Blonk, Agri-footprintTM ＊調査結果は、Agri-FootprintTM 6.3データベースで採用されている飼料PEFCR（製品環境フットプリントカテゴリー規則）のガイダンス文書規則（欧州委員会、2018年）に従い、土地利用変化による
排出を含む標準排出モデルに基づくものである。入力データは各国の平均FAO統計およびその他の二次資料を使用している。サプライヤーに特有の情報によって、データの品質が向上し、結果が異なる可能性がある。ISO1404/14044への適合とい
う観点での比較の検討は行っていない。

4.50
4.55

0.32
0.49

0.340.430.38



米国

アルゼンチン

ブラジル

1,762 km

18,647 km

Source: https://www.epa.gov/energy/greenhouse-gas-equivalencies-calculator#results

18,443 km

カーボンフットプリント換算値
大豆１トン



米国では耕作地が減少し、
一方で森林地は増加
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1997年から 2017年までの変化

米国農務省、2020年サマリーレポート: 2017年自然資源インベントリ、自然資源保全局（ワシントン）および
アイオワ州立大学調査統計手法センター（ Center for Survey Statistics and Methodology ）（アイオワ州エイム
ズ ） https://www.nrcs.usda.gov/wps/portal/nrcs/main/national/technical/nra/nri/results/

3.6
100万ヘクタール

耕作地の純減

742
1000 ヘクタール

森林地の純増
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米国大豆サステナビリティ 
保証プロトコル（SSAP）



米国大豆サステナビリティ
保証プロトコル(SSAP) 

• 国際市場の調達ガイドラインに
準拠した制度
• 4つの指令

• 総合的アプローチ

• 第三者の監査 

• 認証 

• 継続的改善目標

• 譲渡可能



米国大豆サステナビリティ保証プロトコル

1. 生物多様性と高炭素貯留

湿地、草原、森林、生物多様性

2. 生産手法

保全耕作法、輪作、精密農業技術

3. 公衆・労働者の衛生および福祉

環境保護庁（EPA）、雇用機会均等法（EEO）、労働安全衛生法（OSHA）

4. 継続的改善

保全休耕プログラム（CRP）、 保全プログラム、研修・情報共有

抑制策と規則を伴う４つの指令



米国の大豆生産者は2030年までの達成を目指す:

土地利
用によ
る影響
を減少

10%
1ブッシェルあたりの植え

付け面積

土地侵
食を減
少

25%
1エーカーあたりの土
壌流出量（トン）

10%
1ブッシェルあたり

のBTU

エネル
ギー利
用量を
減少

温室効
果ガス
排出量
を減少

米国大豆の国家持続可能性目標

上記の継続的改善目標は2024年12月に主要な米国大豆関連団体で採択され、

フィールド・トゥ・マーケット2020のベンチマークに基づくものである

5%
1ブッシェルあたり
のCO2換算ポンド



米国大豆生産による環境への影響 
(1980-2020年)

XX%XX%
XX%

作物収量
ha当たりトン

土地利用
トン当たりha

土壌侵食
ブッシェル当たり

トン

エネルギー利用
トン生産当たり

温室効果ガス排出
トン生産当たり

出典：Field to Market: The Alliance for Sustainable Agriculture, 2021. Environmental Outcomes from 
On-Farm Agricultural Production in the United States (Fourth Edition). ISBN: 978-0-578-33372-4

130%

48% 34% 46% 43%
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米国産大豆総輸出量に占めるSSAP出荷量の割合

69%

99%

67%

94%

54%

68%
0%

72%

90%

72%

25%

90%

44%

92%41%

欧州地域

MENA（中東・
北アフリカ）

北東アジア

サブサハラアフリカ

南アジア

東南アジア

中国圏

南北アメリカ

米国産大豆輸出の73%はSSAP認証付きで出荷されている



SSAPにおける主要な成果

Gold Equivalency
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GFLIとはどのような組織か?

The Global Feed LCA Institute （GFLI）は、飼料業界が創設した畜産飼料産業の独立非営利組織であ
る。当組織は原材料に関する1800を超えるデータセットからなるデータベースを開発、公開してお
り、そのデータを利用して企業・その他パートナーは製品環境フットプリントを計算することがで
きる。

どのように利用するのか?

GFLI は様々な大豆原産国の環境フットプリントを比較して、自社製品の環境フットプ
リントを計算するために活用できる。

FAO-LEAP（畜産環境評価とパフォーマンス）とEU PEFCR Feed（飼料製品環境フットプリントカテ
ゴリー規則）に準拠した手法を採用するGFLI データベースは、飼料（および食品）原料のLCAデー
タベースとして最も完成度が高いものになっている。



SSAP証明書に記載されたGFLIカーボンフットプリント値
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• 認可された米国商標

• 利用国・地域：

• 米国産大豆を差別化するために活用できる。
例としては製品包装、ショッピングバッグ、
ラベルなどがある。

o ベリーズ

o エルサルバドル

o グアテマラ

o コロンビア

o エクアドル

o パナマ

o ベネズエラ

o コスタリア

o ドミニカ共和国

o メキシコ

o ニカラグア

o 中国

o 台湾

o 日本

o 韓国

o スリランカ

o ネパール

o インドネシア

o フィリピン 

o ベトナム

o タイ
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While the U.S. Soybean Export Council (USSEC) does not guarantee the forecasts or statements of USSEC Staff or Contractors, we have taken care in selecting them to represent our 

organization.  We believe they are knowledgeable and their presentations and opinions will provide listeners with detailed information and valuable insights into the U.S. Soy and U.S. 

Ag Industry. We welcome further questions and always encourage listeners to seek a wide array of opinions before making any financial decisions based on the information 

presented.  Accordingly, USSEC will not accept any liability stemming from the information contained in this presentation.

ありがとうございました！
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